
(57)【要約】

【課題】　小切手等の証券の多階調画像データから、背

景模様を除去し証券記載事項だけを抽出する。

【解決手段】　証券をスキャンして得た多階調の原画像

データ４０に、濃度分布改善処理を施して、証券記載事

項の濃度分布範囲と背景模様の濃度分布範囲ができるだ

け分離するよう、原画像データ４０の濃度分布を修正す

る。濃度分布改善方法として、画像鮮鋭化またはコント

ラスト強調が採用できる。濃度分布改善処理で得た多階

調の改善画像データ４２の濃度分布の特徴から、証券記

載事項と背景模様を峻別するための２値化閾値４４が計

算される。濃度分布の特徴を掴むたて、濃度分布のヒス

トグラムが使用される。２値化閾値４４を使用して、改

善画像データ４２が２値画像データ４６に変換される。

２値画像データ４６では、背景模様の大部分が白になり

、証券記載事項の大部分が黒になる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
背 景 画 像 と 目 的 画 像 が 混 在 す る 多 階 調 の 原 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範
囲 と 前 記 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か ら 他 方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の
濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 手 段 と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を
計 算 す る ２ 値 化 閾 値 計 算 手 段 と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 用 い て 前 記 改 善 画 像 デ
ー タ を ２ 値 化 し て 、 ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２ 値 化 手 段 と
を 備 え た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 濃 度 分 布 改 善 手 段 が 、 前 記 原 画 像 デ ー タ に 画 像 鮮 鋭 化 処 理 を 行 な う 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ２ 値 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 ２ 値 画 像 デ ー タ か ら 胡 麻 塩 状 ノ イ ズ を 除 去 す る ノ イ ズ
除 去 手 段 を さ ら に 備 え た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ２ 値 化 閾 値 計 算 手 段 が 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ に お け る 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲
と 前 記 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 の 接 合 部 を 検 出 し 、 前 記 接 合 部 に 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 設 定 す
る 、
画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ２ 値 化 閾 値 計 算 手 段 が 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の ヒ ス ト グ ラ ム を 計 算 し 、 前 記 ヒ ス ト
グ ラ ム の 傾 き か ら 前 記 接 合 部 を 検 出 す る 、
画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ２ 値 化 閾 値 計 算 手 段 が 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の ヒ ス ト グ ラ ム を 計 算 し 、 前 記 ヒ ス ト
グ ラ ム の 変 曲 点 を 探 索 し 、 前 記 探 索 さ れ た 変 曲 点 に 基 づ い て 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 決 定 す る 、
画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
背 景 画 像 と 目 的 画 像 が 混 在 す る 多 階 調 の 原 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範
囲 と 前 記 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か ら 他 方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の
濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を
計 算 す る ２ 値 化 閾 値 計 算 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 用 い て 前 記 改 善 画 像 デ
ー タ を ２ 値 化 し て 、 ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２ 値 化 ス テ ッ プ と
を 備 え た 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
背 景 画 像 を も つ 用 紙 上 に 記 載 事 項 が 印 刷 ま た は 手 書 き で 記 述 さ れ た 文 書 の 多 階 調 の 原 画 像
デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 と 前 記 記 載 事 項 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か ら 他
方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ ー タ
を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 手 段 と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を
計 算 す る ２ 値 化 閾 値 計 算 手 段 と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 用 い て 前 記 改 善 画 像 デ
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ー タ を ２ 値 化 し て 、 前 記 文 書 の ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２ 値 化 手 段 と
を 備 え た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
背 景 画 像 を も つ 用 紙 上 に 記 載 事 項 が 印 刷 ま た は 手 書 き で 記 述 さ れ た 文 書 の 多 階 調 の 原 画 像
デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 と 前 記 記 載 事 項 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か ら 他
方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ ー タ
を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を
計 算 す る ２ 値 化 閾 値 計 算 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 改 善 画 像 デ ー タ と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 用 い て 前 記 改 善 画 像 デ
ー タ を ２ 値 化 し て 、 前 記 文 書 の ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２ 値 化 ス テ ッ プ と
を 備 え た 画 像 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 が 混 在 す る 画 像 デ ー タ を 処 理 す る た め の 装 置 及 び 方 法 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 画 像 処 理 装 置 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 小 切 手 等 処 理 装 置 が 知 ら れ て い
る 。 こ の 小 切 手 等 処 理 装 置 は 、 小 切 手 や 金 券 等 の 証 券 を 光 学 的 に ス キ ャ ン し て 、 そ の 証 券
の 画 像 デ ー タ を 取 得 す る も の で あ る 。 そ の 画 像 デ ー タ 量 を 削 減 す る た め に 、 ス キ ャ ン で 得
ら れ た 証 券 の 原 画 像 デ ー タ （ 例 え ば グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 デ ー タ ） に ２ 値 化 処 理 が 行 な わ れ
て 、 証 券 の ２ 値 （ 白 黒 ） 画 像 デ ー タ が 作 成 さ れ る 。 こ の ２ 値 画 像 デ ー タ で は 、 証 券 上 の 各
種 の 記 載 事 項 （ 例 え ば 銀 行 名 、 口 座 番 号 、 金 額 、 支 払 人 名 、 署 名 等 ） が 鮮 明 に 表 示 さ れ て
い る こ と が 必 要 で あ る 。 こ こ で 、 小 切 手 等 の 証 券 は 、 通 常 、 そ の 表 面 に 各 種 の 模 様 や 絵 柄
な ど の 背 景 画 像 を 有 し て お り 、 証 券 上 の 記 載 事 項 は そ の 背 景 画 像 の 上 に 重 な っ て 記 述 さ れ
て い る こ と が 多 い 。 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 改 良 は 、 証 券 の 原 画 像 デ ー タ 中 か ら 背 景 画 像
を 消 去 し 、 読 取 対 象 で あ る 上 記 記 載 事 項 の 画 像 を 抽 出 す る よ う に 、 ２ 値 化 の 閾 値 を 証 券 の
画 像 的 特 徴 に 応 じ て 動 的 に 変 化 さ せ る 点 に あ る 。 具 体 的 に は 、 証 券 の 全 体 領 域 を ス キ ャ ン
す る 前 に 、 証 券 の 部 分 領 域 を ス キ ャ ン し 、 そ の 部 分 的 ス キ ャ ン で 得 ら れ た 画 像 デ ー タ か ら
そ の 部 分 領 域 の 濃 度 （ 明 度 ） 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム が 把 握 さ れ 、 そ し て 、 そ の ヒ ス ト グ ラ ム
に 基 づ い て ２ 値 化 閾 値 が 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ３ １ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 原 画 像 デ ー タ の 画 像 特 徴 に 基 づ い て ２ 値 化 閾 値 を 動 的 に 変 化 さ
せ る 技 術 は 、 証 券 の 原 画 像 デ ー タ 中 か ら 証 券 上 の 記 載 事 項 の よ う な 目 的 画 像 を 抽 出 す る た
め に 大 い に 有 効 で あ る 。 し か し 、 こ の 技 術 だ け で は 、 次 の よ う な 幾 つ か の 問 題 が 依 然 解 決
困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ に 、 証 券 上 の 記 載 事 項 に は 、 ス キ ャ ン 解 像 度 よ り 細 か い 画 像 要 素 （ 例 え ば 、 ス キ ャ
ン 画 像 デ ー タ の １ 画 素 寸 法 よ り 線 幅 の 細 い 極 細 線 ） が 含 ま れ る こ と が 少 な く な く 、 こ の よ
う な 極 細 ま た は 微 細 な 画 像 要 素 は ２ 値 化 処 理 に よ り 欠 損 し て し ま う こ と が あ る 。 す な わ ち
、 こ の よ う に 極 細 ま た は 微 細 な 画 像 要 素 は 、 ス キ ャ ン 画 像 デ ー タ 上 で は 余 り 濃 度 の 高 く な
い グ レ ー の 画 素 で 表 現 さ れ る の で 、 ２ 値 化 処 理 に よ り 白 画 素 に 変 換 さ れ て し ま う （ つ ま り
消 去 さ れ て し ま う ） こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 第 ２ に 、 証 券 上 の 背 景 画 像 は 多 種 多 様 で あ り 、 背 景 画 像 ご と に 濃 度 分 布 が 異 な り 、 そ の
濃 度 範 囲 が 目 的 画 像 （ 証 券 記 載 事 項 ） の 濃 度 範 囲 と 重 な る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、
背 景 画 像 と 目 的 画 像 を 濃 度 で 峻 別 す る こ と は で き な い 。 そ の 結 果 、 ２ 値 化 処 理 に よ り 、 目
的 画 像 と 一 緒 に 背 景 画 像 の 一 部 も 黒 領 域 と し て 抽 出 さ れ る 。 黒 領 域 と し て 抽 出 さ れ た 背 景
画 像 に 目 的 画 像 が 重 な っ て い る 場 合 、 そ の 目 的 画 像 を ２ 値 画 像 デ ー タ 上 で 識 別 す る こ と は
不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 問 題 は 、 証 券 読 取 の 用 途 だ け に 限 ら ず 、 他 の 文 書 の 読 取 や そ の 他 の 画 像 利 用
の 用 途 に お い て も 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 を ２ 値 化 処 理 に よ り 峻 別 し よ う と す る 場 合 に 同 様
に 発 生 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 が 混 在 す る 画 像 デ ー タ か ら 、 背 景 画 像 を
消 去 し て 目 的 画 像 を 抽 出 す る た め の 画 像 処 理 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 証 券 や そ の 他 の 文 書 の 多 階 調 画 像 デ ー タ か ら 、 背 景 画 像 を 除 去 し
て 、 文 書 の 記 載 事 項 の 画 像 を 抽 出 す る た め の 画 像 処 理 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 側 面 に 従 う 画 像 処 理 装 置 は 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 が 混 在 す る 多 階 調 の 原
画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 と 前 記 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か
ら 他 方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ
ー タ を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 手 段 と 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の
濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を 計 算 す る ２ 値 化 閾 値 計 算 手 段 と 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ
と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 用 い て 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を ２ 値 化 し て 、 ２
値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２ 値 化 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 側 面 に 従 う 画 像 処 理 方 法 は 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 が 混 在 す る 多 階 調 の 原
画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 と 前 記 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か
ら 他 方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ
ー タ を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 ス テ ッ プ と 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー
タ の 濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を 計 算 す る ２ 値 化 閾 値 計 算 ス テ ッ プ と 、 前 記 改 善 画
像 デ ー タ と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 用 い て 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を ２ 値 化
し て 、 ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２ 値 化 ス テ ッ プ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 画 像 処 理 装 置 ま た は 方 法 に よ れ ば 、 多 階 調 の 原 画 像 デ ー タ に 対 し て 濃 度 分 布 改 善 処
理 を 施 す こ と で 、 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 と 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 と の 間 の 重 な り 量 が
低 減 さ れ 、 両 画 像 が 濃 度 範 囲 に お い て よ り 明 確 に 分 離 さ れ る よ う に な る 。 濃 度 分 布 改 善 処
理 が 終 わ っ た 改 善 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 ２ 値 化 閾 値 計 算 と 、 そ の ２ 値 化 閾 値 を 用 い た ２ 値
化 処 理 が 行 な わ れ る 。 そ の 結 果 、 背 景 画 像 が よ り よ く 除 去 さ れ 、 目 的 画 像 が よ り よ く 抽 出
さ れ た ２ 値 画 像 デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 は 、 ２ 値 化 閾 値 計 算 と ２ 値 化 処 理 の 前 に 行 な わ れ る こ と が 肝
要 で あ る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 と し て 、 画 像 鮮 鋭 化 ま た は コ ン ト ラ ス
ト 強 調 の 処 理 が 採 用 さ れ る が 、 こ れ は 例 示 で あ り 、 他 の 処 理 方 法 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ２ 値 化 処 理 で 得 ら れ た ２ 値 画 像 デ ー タ に 更 に 、 い わ ゆ る 胡 麻 塩 状 ノ イ ズ を 除 去 す る た め
の ノ イ ズ 除 去 処 理 を さ ら に 施 し て も 良 い 。 特 に 、 度 分 布 改 善 処 理 と し て 、 画 像 鮮 鋭 化 ま た
は コ ン ト ラ ス ト 強 調 の 処 理 を 採 用 し た 場 合 、 胡 麻 塩 状 ノ イ ズ が 発 生 す る 可 能 性 が 高 い の で
、 胡 麻 塩 状 ノ イ ズ の 除 去 処 理 を 更 に 行 な う こ と は 、 画 質 の 良 い ２ 値 画 像 デ ー タ を 得 る た め
に 有 意 義 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 ２ 値 化 閾 値 の 計 算 方 法 と し て 、 改 善 画 像 デ ー タ に お け る 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 と 目 的
画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 の 接 合 部 を 検 出 し 、 こ の 接 合 部 に 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 設 定 す る と い う 方
法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 上 記 接 合 部 を 検 出 す る 方 法 と し て は 、 改 善 画 像 デ ー タ の ヒ ス
ト グ ラ ム を 計 算 し 、 そ の ヒ ス ト グ ラ ム の 傾 き か ら 接 合 部 を 見 つ け る こ と が で き る 。 例 え ば
、 背 景 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム の 山 と 目 的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム の 山 と の 間 の 谷 が 、 両 者 の 接 合
部 で あ る こ と が 多 い の で 、 そ の よ う な 谷 を ヒ ス ト グ ラ ム の 傾 き か ら 探 し 出 す と い う 方 法 が
採 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ２ 値 化 閾 値 の 計 算 方 法 と し て 、 改 善 画 像 デ ー タ の ヒ ス ト グ ラ ム を
計 算 し 、 所 定 条 件 を 満 た す 変 曲 点 を そ の ヒ ス ト グ ラ ム か ら 探 索 し 、 探 索 さ れ た 変 曲 点 に 基
づ い て ２ 値 化 閾 値 を 決 定 す る と い う 方 法 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 側 面 に 従 う 画 像 処 理 装 置 は 、 背 景 画 像 を も つ 用 紙 上 に 記 載 事 項 が 印 刷 ま
た は 手 書 き で 記 述 さ れ た 文 書 の 多 階 調 の 原 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範
囲 と 前 記 記 載 事 項 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か ら 他 方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の
濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 手 段 と 、 前 記 改 善
画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を 計 算 す る ２
値 化 閾 値 計 算 手 段 と 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 用
い て 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を ２ 値 化 し て 、 前 記 文 書 の ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２ 値 化 手 段
と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 側 面 に 従 う 画 像 処 理 方 法 は 、 背 景 画 像 を も つ 用 紙 上 に 記 載 事 項 が 印 刷 ま
た は 手 書 き で 記 述 さ れ た 文 書 の 多 階 調 の 原 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範
囲 と 前 記 記 載 事 項 の 濃 度 分 布 範 囲 が 一 方 か ら 他 方 が 遠 ざ か る よ う に 、 前 記 原 画 像 デ ー タ の
濃 度 分 布 を 改 善 し て 、 多 階 調 の 改 善 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 濃 度 分 布 改 善 ス テ ッ プ と 、 前 記
改 善 画 像 デ ー タ を 受 け 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 を 計 算 す
る ２ 値 化 閾 値 計 算 ス テ ッ プ と 、 前 記 改 善 画 像 デ ー タ と 前 記 ２ 値 化 閾 値 を 受 け 、 前 記 ２ 値 化
閾 値 を 用 い て 前 記 改 善 画 像 デ ー タ を ２ 値 化 し て 、 前 記 文 書 の ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る ２
値 化 ス テ ッ プ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 画 像 処 理 装 置 ま た は 方 法 に よ れ ば 、 文 書 の 画 像 デ ー タ か ら 、 背 景 画 像 を よ り よ く 消
去 し て 、 記 載 事 項 だ け を よ り よ く 抽 出 し た ２ 値 画 像 デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 側 面 に 従 う 装 置 お よ び 方 法 に よ れ ば 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 が 混 在
す る 画 像 デ ー タ か ら 、 背 景 画 像 を 消 去 し て 目 的 画 像 を 抽 出 す る た め の 画 像 処 理 の 精 度 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ と 第 ４ の 側 面 に 従 う 装 置 お よ び 方 法 に よ れ ば 、 証 券 や そ の 他 の 文 書 の 多 階
調 画 像 デ ー タ か ら 、 背 景 画 像 を 除 去 し て 、 文 書 の 記 載 事 項 の 画 像 を 抽 出 す る た め の 画 像 処
理 の 精 度 を 向 上 さ せ る こ と に あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 従 う 画 像 処 理 装 置 の 一 実 施 形 態 の 要 部 の 機 能 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 線
図 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 小 切 手 を ス キ ャ ン し て 小 切 手 の ス キ ャ ン 画 像 デ ー タ を 処 理 す
る た め の 小 切 手 読 取 装 置 に 本 発 明 を 適 用 し た も の で あ る が 、 こ れ は 説 明 の た め の 例 で あ り
、 そ れ 以 外 の 様 々 な 用 途 、 例 え ば 小 切 手 以 外 の 証 券 や そ の 他 の 各 種 文 書 の 読 取 や 、 各 種 の
画 像 処 理 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム な ど に も 、 本 発 明 が 適 用 可 能 で あ る こ と は い う ま で
も な い 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 小 切 手 読 取 装 置 ２ ０ は 、 画 像 読 取 部 ２ ２ と 、 画 像 処 理 部 ２ ４ と 、 読
取 制 御 部 ２ ６ と を 有 す る 。 画 像 読 取 部 ２ ２ は 、 公 知 の 構 成 を も つ 小 切 手 用 の イ メ ー ジ ス キ
ャ ナ で あ り 、 そ こ に セ ッ ト さ れ た 小 切 手 の 表 面 を 光 学 的 に ス キ ャ ン し て 、 小 切 手 表 面 の 多
階 調 画 像 （ 例 え ば グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 ） を 表 し た ラ ス タ 画 像 デ ー タ （ 以 下 、 原 画 像 デ ー タ
と い う ） ４ ０ を 出 力 す る 。 画 像 処 理 部 ２ ４ は 、 画 像 読 取 部 ２ ２ か ら 出 力 さ れ た 原 画 像 デ ー
タ ４ ０ を 受 け 取 り 、 受 け 取 っ た 原 画 像 デ ー タ ４ ０ を 本 発 明 の 原 理 に 従 う 方 法 で 処 理 し て 、
小 切 手 の ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ （ ま た は ４ ８ ） を 作 成 し 、 そ の ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ （ ま た は
４ ８ ） を 出 力 す る 。 読 取 制 御 部 ２ ６ は 、 画 像 読 取 部 ２ ２ お よ び 画 像 処 理 部 ２ ４ に そ れ ぞ れ
制 御 信 号 ２ ８ 、 ３ ０ を 与 え て 、 画 像 読 取 部 ２ ２ お よ び 画 像 処 理 部 ２ ４ の 動 作 を そ れ ぞ れ 制
御 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 画 像 処 理 部 ２ ４ に つ い て 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 小 切 手 読 取 装 置 ２ ０ の 利 用 目 的 は 、 小 切 手 上 の 各 種 の 記 載 事 項 （ 銀 行 名 、 口 座 番 号
、 支 払 金 額 、 支 払 人 名 、 受 取 人 名 、 署 名 、 各 種 番 号 等 を 表 し た キ ャ ラ ク タ や 、 そ れ ら キ ャ
ラ ク タ の 記 入 位 置 を ガ イ ド す る ア ン ダ ー ラ イ ン や 枠 ラ イ ン な ど ） を 鮮 明 に 表 示 し た 小 切 手
の ２ 値 画 像 デ ー タ を 生 成 す る こ と に あ る 。 通 常 、 小 切 手 用 紙 の 表 面 に は 何 ら か の 模 様 や 絵
柄 が 背 景 と し て 予 め 印 刷 さ れ て お り 、 こ の 小 切 手 用 紙 上 に 上 述 し た 種 々 の 記 載 事 項 が 印 刷
ま た は 手 書 き で 記 述 さ れ る 。 そ の た め 、 画 像 読 取 部 ２ ２ か ら 出 力 さ れ る 小 切 手 の 原 画 像 デ
ー タ ４ ０ に は 、 背 景 の 模 様 や 絵 柄 の 画 像 （ 以 下 、 背 景 画 像 と い う ） と 記 載 事 項 の 画 像 （ 以
下 、 目 的 画 像 と い う ） と が 混 在 し て お り 、 前 者 の 上 に 後 者 が 重 な っ て い る こ と が 多 く 、 そ
し て 、 上 述 し た 小 切 手 読 取 の 利 用 目 的 か ら は 、 背 景 画 像 は 無 用 で あ り 、 目 的 画 像 （ 小 切 手
の 各 種 記 載 事 項 の 画 像 ） だ け が 欲 し い 。 そ こ で 、 画 像 処 理 部 ２ ４ は 、 小 切 手 の 原 画 像 デ ー
タ ４ ０ を 本 発 明 の 原 理 に 従 い 処 理 し て 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ 中 か ら 背 景 画 像 を 消 去 し 、 で き
る だ け 目 的 画 像 だ け を 選 択 的 に 抽 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 画 像 処 理 を 行 な う た め に 、 画 像 処 理 部 ２ ４ は 濃 度 分 布 改 善 部 ３ ２ 、 ２ 値 化 部
３ ４ お よ び 閾 値 計 算 部 ３ ６ を 有 す る 。 画 像 読 取 部 ２ ２ か ら の 原 画 像 デ ー タ ４ ０ は 、 ま ず 、
濃 度 分 布 改 善 部 ３ ２ に 入 力 さ れ る 。 濃 度 分 布 改 善 部 ３ ２ は 、 原 画 像 デ ー タ （ 多 階 調 画 像 デ
ー タ ） ４ ０ を 受 け 取 り 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ 中 の 背 景 画 像 と 目 的 画 像 の そ れ ぞ れ の 濃 度 分 布
範 囲 が 一 方 か ら 他 方 が 遠 ざ か る よ う に 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ の 濃 度 分 布 を 改 善 す る 。 通 常 、
原 画 像 デ ー タ ４ ０ で は 目 的 画 像 の 濃 度 は 高 濃 度 範 囲 に 偏 っ て 分 布 し 、 背 景 画 像 の 濃 度 は 目
的 画 像 よ り 低 濃 度 の 範 囲 に 偏 っ て い る た め 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 で は 、 そ の 偏 り が 一 層 顕 著
に な る よ う に 、 す な わ ち 、 目 的 画 像 の 濃 度 は 一 層 高 濃 度 方 向 へ 寄 り 、 背 景 画 像 の 濃 度 は 一
層 低 濃 度 方 向 へ 寄 る よ う に 、 濃 度 分 布 の 改 善 つ ま り 修 正 が 行 な わ れ る 。 こ れ に よ り 、 背 景
画 像 と 目 的 画 像 の そ れ ぞ れ の 濃 度 分 布 範 囲 の 重 な り が 低 減 し 、 よ り 明 確 に 異 な る 濃 度 範 囲
に 分 離 す る よ う に な る 。 こ の 濃 度 分 布 改 善 の 具 体 的 方 法 に は 幾 つ か の 方 法 が 採 用 し 得 る が
、 本 実 施 形 態 で は 、 一 例 と し て 、 画 像 鮮 鋭 化 ま た は コ ン ト ラ ス ト 強 調 の 方 法 を 採 用 す る 。
濃 度 分 布 改 善 部 ３ ２ か ら 出 力 さ れ る 濃 度 分 布 を 改 善 さ れ た 多 階 調 画 像 デ ー タ （ 以 下 、 改 善
画 像 デ ー タ と い う ） ４ ２ は 、 次 に 、 閾 値 計 算 部 ３ ６ と ２ 値 化 部 ３ ４ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 閾 値 計 算 部 ３ ６ は 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ の 画 像 特 徴 、 と り わ け 濃 度 分 布 の 特 徴 に 基 づ い
て 動 的 に 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 を 峻 別 す る た め の ２ 値 化 閾 値 ４ ４ が 決 定 さ れ る 。 す な わ ち
、 閾 値 計 算 部 ３ ６ は 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ の 全 領 域 の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム を 作 成 し 、
そ の ヒ ス ト グ ラ ム に 基 づ い て 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 を 峻 別 す る た め の ２ 値 化 閾 値 ４ ４ を 計
算 す る 。 既 に 、 濃 度 分 布 改 善 部 ３ ２ に よ っ て 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ の 濃 度 分 布 が 、 背 景 画
像 と 目 的 画 像 が で き る だ け 別 の 濃 度 範 囲 に 分 離 す る よ う に 改 善 さ れ て い る の で 、 閾 値 計 算
部 ３ ６ で は 、 背 景 画 像 と 目 的 画 像 を よ り 良 好 に 峻 別 で き る よ う な ２ 値 化 閾 値 ４ ４ を 決 定 す
る こ と が で き る 。 こ の ２ 値 化 閾 値 ４ ４ は 、 ２ 値 化 部 ３ ４ に 入 力 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ２ 値 化 部 ３ ４ は 、 濃 度 分 布 改 善 部 ３ ２ か ら の 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ を 、 閾 値 計 算 部 ３ ６ か
ら の ２ 値 化 閾 値 ４ ４ を 用 い て ２ 値 化 す る 。 す な わ ち 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ 中 、 濃 度 が ２ 値
化 閾 値 ４ ４ 以 上 の 領 域 は 黒 領 域 に 、 濃 度 が ２ 値 化 閾 値 ４ ４ よ り 低 い 領 域 は 白 領 域 に 変 換 さ
れ る 。 上 述 し た よ う に 、 ２ 値 化 処 理 の 対 象 で あ る 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ で は 、 背 景 画 像 と 目
的 画 像 が で き る だ け 別 の 濃 度 範 囲 に 分 離 す る よ う に 濃 度 分 布 が 改 善 さ れ て い る と と も に 、
２ 値 化 閾 値 ４ ４ が 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ の 背 景 画 像 と 目 的 画 像 を 良 好 に 峻 別 す る よ う に 定
め ら れ て い る 。 そ の た め 、 ２ 値 化 処 理 に よ り 、 背 景 画 像 の 大 部 分 は 白 領 域 に 変 換 さ れ て 消
去 さ れ 、 目 的 画 像 の 大 部 分 は 黒 領 域 に 変 換 さ れ て こ と に な る 。 よ っ て 、 目 的 画 像 が 良 好 に
抽 出 さ れ た ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ２ 値 化 部 ３ ４ か ら 出 力 さ れ た ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ は 、 画 像 処 理 部 か ら 小 切 手 処 理 装 置 ２
０ の 外 部 へ 出 力 さ れ る 。 な お 、 変 形 例 と し て 、 図 １ に 点 線 で 示 す よ う に 、 ２ 値 化 部 ３ ４ の
下 流 に ノ イ ズ 除 去 部 ３ ８ を 追 加 し 、 ２ 値 化 部 ３ ４ か ら 出 力 さ れ た ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ を ノ
イ ズ 除 去 部 ３ ８ に 入 力 し 、 ノ イ ズ 除 去 部 ３ ８ に て 、 ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ に 含 ま れ る ノ イ ズ
（ 例 え ば 、 い わ ゆ る 胡 麻 塩 状 の ノ イ ズ 、 す な わ ち 、 白 領 域 に 点 在 す る 微 細 な 黒 ド ッ ト や 黒
領 域 に 点 在 す る 微 細 な 白 ド ッ ト な ど ） を 除 去 し 、 ノ イ ズ が 除 去 さ れ た ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ８
を 小 切 手 処 理 装 置 ２ ０ の 外 部 へ 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 で は 、 上 述 し た 画 像 処 理 部 ２ ４ で の 画 像 処 理 に よ り 小 切 手 の 画 像 が ど の よ う に 変 化
す る か に つ い て 、 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 ２ は 、 参 考 と し て 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 濃 度 分 布
改 善 を 施 さ ず に 直 接 的 に ２ 値 化 処 理 を 行 な っ た 場 合 の 画 像 の 変 化 を 示 す 。 図 ３ は 、 上 述 し
た 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 濃 度 分 布 改 善 を 施 し 、 そ の 後 に ２ 値 化
処 理 を 行 う 場 合 に お け る 画 像 の 変 化 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ Aお よ び 図 ３ Aに は 、 同 じ 小 切 手 の 原 画 像 デ ー タ ４ ０ が 例 示 さ れ て い る 。 既 に 説 明 し
た よ う に 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ は 多 階 調 画 像 デ ー タ （ 例 え ば 、 ２ ５ ６ 階 調 の グ レ ー ス ケ ー ル
画 像 デ ー タ ） で あ る 。 図 示 の 例 で は 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に は 、 複 数 （ 例 え ば ３ つ ） の 背 景
画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ が 存 在 し 、 そ れ ら の 濃 度 範 囲 は そ れ ぞ れ 異 な る 。 例 え ば 、 第 １ の 背
景 画 像 ５ ０ の 濃 度 範 囲 は 低 く 、 第 ２ の 背 景 画 像 ５ ２ の 濃 度 範 囲 は 中 間 的 で あ り 、 第 ３ の 背
景 画 像 ５ ４ の 濃 度 範 囲 は 高 い 。 こ れ ら 異 な る 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の 濃 度 範 囲 は 部 分
的 に 重 な っ て い て い よ い 。 更 に 、 こ の 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に は 、 多 数 の 目 的 画 像 （ 小 切 手 の
記 載 事 項 の 画 像 ） ６ ０ が 存 在 す る 。 目 的 画 像 ６ ０ の 濃 度 範 囲 は 、 背 景 画 像 ５ ４ の 濃 度 範 囲
よ り 高 い が 、 部 分 的 に 背 景 画 像 ５ ４ の 濃 度 範 囲 と 重 な っ て い て よ い 。 多 く の 目 的 画 像 ６ ０
は 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の 上 に 場 所 的 に 重 な っ て 存 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 参 考 例 と し て 、 図 ２ Aに 示 す よ う な 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 を 施
す こ と な く 、 直 接 的 に ２ 値 化 処 理 を 行 な っ た 場 合 を 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 図 ２ Bに 示 す よ
う な ２ 値 画 像 デ ー タ ７ ０ が 得 ら れ る 可 能 性 が あ る 。 こ の ２ 値 画 像 デ ー タ ７ ０ で は 、 ３ つ の
背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の う ち 、 最 も 濃 度 の 低 い 第 １ の 背 景 画 像 ５ ０ は 全 て 白 領 域 に 変
換 さ れ て 消 去 さ れ て い る が 、 よ り 濃 度 の 高 い 第 ３ や 第 ２ の 背 景 画 像 ５ ４ 、 ５ ２ は 、 そ の か
な り の 部 分 が 目 的 画 像 ６ ０ と 同 様 に 黒 領 域 に 変 換 さ れ て し ま い 、 そ れ に 重 な っ た 目 的 画 像
６ ０ を 識 別 困 難 に し て い る 。 さ ら に 、 目 的 画 像 ６ ０ の う ち の ス キ ャ ン 解 像 度 よ り 細 い ガ イ
ド 線 や 枠 線 は 、 完 全 に 黒 領 域 に は 変 換 さ れ ず 、 部 分 的 に 欠 損 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 問 題 が 生 じ る 原 因 と し て 、 例 え ば 次 の よ う な 事 情 が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 目
的 画 像 ６ ０ の 濃 度 範 囲 と 第 ３ の 背 景 画 像 ５ ４ の 濃 度 範 囲 が 部 分 的 に 重 な っ て い た と す る と
、 濃 度 範 囲 で 目 的 画 像 ６ ０ を 背 景 画 像 ５ ４ 、 ５ ２ か ら 峻 別 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。 さ ら
に 、 第 ３ の 背 景 画 像 ５ ４ の 濃 度 範 囲 に 第 ２ の 背 景 画 像 ５ ２ の 濃 度 範 囲 が 部 分 的 に 重 な っ て
お り 、 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム 上 で 、 目 的 画 像 ６ ０ と 第 ３ と 第 ２ の 背 景 画 像 ５ ４ 、 ５ ２ が
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一 つ の 山 の よ う に な っ て い た と す る 。 そ う す る と 、 ２ 値 化 閾 値 が 第 ２ の 背 景 画 像 ５ ２ の 濃
度 範 囲 と 第 １ の 背 景 画 像 ５ ０ の 濃 度 範 囲 と の 間 に 設 定 さ れ る こ と が あ る 。 さ ら に 、 目 的 画
像 ６ ０ の な か で も 、 ガ イ ド 線 や 枠 線 が ス キ ャ ン 解 像 度 よ り 細 か っ た と す る と 、 原 画 像 デ ー
タ ４ ０ 上 で そ の ガ イ ド 線 や 枠 線 の 濃 度 は ２ 値 化 閾 値 よ り 低 く な る こ と が あ る 。 こ う し た 事
情 が 重 な る と 、 上 述 し た 問 題 が 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ３ A、 B、 Cに 例 示 す る よ う に 、 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 問 題 が
か な り の 程 度 で 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 図 ３ Aに 示 す よ う な 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 、 ま す 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 が 施 さ れ
る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 と し て 、 画 像 鮮 鋭 化 ま た は コ ン ト ラ ス ト 強 調 の
処 理 が 行 わ れ る 。 こ の 処 理 が 行 な わ れ る と 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ 上 で 周 囲 の 他 の 画 素 よ り 濃
度 の 高 い 画 素 は 、 そ の 濃 度 が 一 層 高 く な る よ う に 修 正 さ れ る 。 他 方 、 周 囲 の 他 の 画 素 よ り
濃 度 の 低 い 画 素 は 、 そ の 濃 度 が 一 層 低 く な る よ う に 修 正 さ れ る 。 目 的 画 像 ６ ０ （ 特 に 、 小
切 手 の 記 載 事 項 の よ う な キ ャ ラ ク タ や 線 分 ） で は 、 そ れ を 構 成 す る 画 素 の 多 く が 、 周 囲 の
領 域 よ り 濃 度 が 高 い 、 そ の た め 、 目 的 画 像 ６ ０ は 、 そ の 大 部 分 が 、 一 層 高 い 濃 度 に 修 正 さ
れ て 強 調 さ れ る 。 他 方 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ で は 、 周 囲 よ り 濃 度 の 高 い 画 素 や 低 い
画 素 が 入 り 混 じ っ て 分 散 し て お り 、 肉 眼 で は 濃 度 が 高 く 見 え る 領 域 で あ っ て も 、 そ こ に は
周 囲 よ り 濃 度 の 低 い 画 素 が 多 数 分 散 し て 存 在 し て い る 。 そ の た め 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、
５ ４ に お い て は 、 元 々 濃 度 の 低 か っ た 領 域 は 一 層 低 濃 度 に な る 。 ま た 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５
２ 、 ５ ４ 中 の 元 々 濃 度 が 高 か っ た 領 域 は 、 低 濃 度 の 部 分 が 増 え る と と も に 、 周 囲 よ り 高 濃
度 だ っ た 点 が 強 調 さ れ 、 ち ょ う ど 点 描 画 ま た は 胡 麻 塩 の 画 像 の よ う に 、 低 濃 度 の 地 の 上 に
高 濃 度 の ド ッ ト が 点 在 す る よ う な 状 態 に な る 。 し か し 、 こ の 点 描 画 ま た は 胡 麻 塩 の よ う に
な っ た 背 景 画 像 部 分 は 、 全 体 が 濃 く 強 調 さ れ た 目 的 画 像 ６ ０ か ら は 肉 眼 で 容 易 に 区 別 す る
こ と が で き る 。 こ の 改 善 を 濃 度 分 布 の 観 点 か ら み る と 、 目 的 画 像 ６ ０ の 濃 度 分 布 は よ り 高
濃 度 の 方 へ 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の 濃 度 分 布 範 囲 は よ り 低 濃 度 の 方 へ シ フ ト す る よ
う に 修 正 さ れ 、 よ っ て 、 両 者 の 濃 度 範 囲 の 重 な り が 縮 小 さ れ 、 両 者 の 濃 度 範 囲 が よ り 明 確
に 分 離 さ れ る よ う に な る 。 こ れ を 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム （ 後 述 す る 図 ９ に 例 示 す る ヒ ス
ト グ ラ ム １ １ ０ を 参 照 さ れ た い ） の 形 状 で 見 る と 、 目 的 画 像 ６ ０ の 山 が 高 濃 度 範 囲 に 存 在
し 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の 山 が 低 濃 度 範 囲 に 存 在 し 、 両 山 の 間 に は 原 画 像 デ ー タ ４
０ の と き よ り 明 確 な 谷 が 存 在 し て 、 両 山 は 原 画 像 デ ー タ ４ ０ の と き よ り 明 確 に 分 離 さ れ て
い る よ う に な る 。 結 果 と し て 、 図 ３ Bに 示 す よ う な 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ が 得 ら れ る 。 こ の
改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ で は 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の 濃 度 は よ り 低 く な り 、 目 的 画 像 ６
０ の 濃 度 は よ り 高 く な り 、 薄 か っ た ガ イ ド 線 や 枠 線 も 濃 い 鮮 明 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 こ の 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ に 基 づ い て 、 ２ 値 化 閾 値 が 決 定 さ れ る 。 そ の 場 合 、 濃 度
分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム 上 で は 、 目 的 画 像 ６ ０ の 山 と 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の 山 と が 谷 を
挟 ん で 分 離 し て 存 在 す る 。 こ の ヒ ス ト グ ラ ム の 谷 は 、 目 的 画 像 ６ ０ の 濃 度 分 布 範 囲 と 背 景
画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ の 濃 度 分 布 範 囲 と の 接 合 部 に 相 当 し 、 こ の 谷 （ 接 合 部 ） に ２ 値 化 閾
値 を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 そ の よ う 設 定 さ れ た ２ 値 化 閾 値 を 用 い て 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ に ２ 値 化 処 理 が 行
な わ れ る 。 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ で は 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ を 構 成 す る 画 素 の 多 く は
、 ２ 値 化 閾 値 よ り 低 い 濃 度 を も つ の で 、 白 画 素 に 変 換 さ れ 、 他 方 、 目 的 画 像 ６ ０ を 構 成 す
る 画 素 の 多 く は 、 ２ 値 化 閾 値 よ り 高 い 濃 度 を も つ の で 、 黒 画 素 に 変 換 さ れ る 。 結 果 と し て
、 図 ３ Cに 示 す よ う な ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ が 得 ら れ 、 そ こ で は 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５
４ の 大 部 分 が 消 去 さ れ 、 目 的 画 像 ６ ０ の 大 部 分 が 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 こ の よ う に 処 理 し て も 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２ 、 ５ ４ を 完 全 に 消 去 し 、 目 的 画 像 ６
０ を 完 全 に 抽 出 す る こ と は 実 際 困 難 で あ る 。 ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ 上 に は 、 い わ ゆ る 胡 麻 塩
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状 の ノ イ ズ ６ ２ が 残 存 す る こ と が あ る 。 そ の よ う な ノ イ ズ ６ ２ の 一 つ の 主 原 因 は 、 上 述 し
た よ う に 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 （ と り わ け 、 画 像 先 鋭 化 処 理 ） に よ り 、 背 景 画 像 ５ ０ 、 ５ ２
、 ５ ４ の 元 々 濃 度 が 高 か っ た 領 域 が 、 点 描 画 ま た は 梨 地 ハ ッ チ ン グ の よ う な 状 態 に な っ た
こ と で あ る 。 す な わ ち 、 そ の 点 描 画 ま た は 梨 地 ハ ッ チ ン グ の よ う な 状 態 に な っ た 領 域 に は
、 高 濃 度 ド ッ ト が 点 在 し て お り 、 そ れ が ２ 値 化 処 理 で 黒 ド ッ ト つ ま り 胡 麻 塩 状 の ノ イ ズ ６
２ に 変 換 さ れ る 。 こ の よ う な ノ イ ズ ６ ２ は 、 ２ 値 画 像 デ ー タ ４ ６ 上 で 目 的 画 像 ６ ０ を 識 別
す る と き に 実 質 的 に 支 障 を 生 じ る こ と は 少 な い の で 、 そ の ま ま 残 し て お い て 良 い 。 し か し
、 前 述 し た ノ イ ズ 除 去 処 理 を 更 に 行 な っ て 、 胡 麻 塩 状 の ノ イ ズ ６ ２ を 除 去 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 で は 、 上 述 し た 、 ２ 値 化 閾 値 計 算 処 理 お よ び ノ イ ズ 除 去 処 理 の 具 体 的 な 方 法 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ 、 ５ 、 ６ は 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 、 と り わ け 、 こ の 実 施 形 態 で 採 用 す る 画 像 鮮 鋭 化 処
理 の 幾 つ か の 方 法 例 を 示 す 。 図 ４ は 基 本 的 な 画 像 鮮 鋭 化 の 方 法 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ 内 か ら 一 つ の 着 目 画 素 ８ ０ が 選 ば れ 、 そ の 着 目 画
素 ８ ０ と そ の 周 囲 の 隣 接 す る 画 素 か ら な る 所 定 の マ ト リ ク ス サ イ ズ の 処 理 領 域 ８ ２ が 選 ば
れ る 。 図 ４ の 例 で は 、 処 理 領 域 ８ ２ と し て 、 着 目 画 素 ８ ０ を 中 心 と し た ３ 画 素 × ３ 画 素 マ
ト リ ク ス の 領 域 が 選 ば れ る 。 こ の 処 理 領 域 ８ ２ 内 の 画 素 は 、 そ れ ぞ れ 、 図 示 の よ う な 画 素
値 （ 画 素 値 が 低 い ほ ど 濃 度 が 高 い ） ａ ～ ｉ を 有 し て い る と す る 。 こ の 処 理 領 域 ８ ２ と 同 じ
マ ト リ ク ス サ イ ズ を も つ 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ８ ４ が 予 め 用 意 さ れ て い る 。 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ
ル タ ８ ４ は 、 処 理 領 域 ８ ２ 内 の 画 素 に そ れ ぞ れ 対 応 し た 係 数 を 有 し て お り 、 着 目 画 素 ８ ０
に 対 す る 係 数 が ｍ 、 着 目 画 素 ８ ０ の 上 下 左 右 の ４ つ の 隣 接 画 素 に 対 す る 係 数 が － ｋ で あ り
、 着 目 画 素 ８ ０ の 斜 め 方 向 に 位 置 す る ４ つ の 隣 接 画 素 に 対 す る 係 数 は 例 え ば ゼ ロ で あ る 。
こ こ で 、 係 数 ｍ と 係 数 ｋ は 、 例 え ば ｍ － ４ × ｋ ＝ １ と な る 正 数 で あ る 。 こ の 画 像 鮮 鋭 化 フ
ィ ル タ ８ ４ が 処 理 領 域 ８ ２ に 適 用 さ れ る 。 そ れ に よ り 、
　 ｓ ＝ ｅ × ｍ － （ ｂ ＋ ｄ ＋ ｆ ＋ ｈ ） × ｋ
と い う 画 像 鮮 鋭 化 計 算 が 行 わ れ て 、 着 目 画 素 の 原 濃 度 値 eが 改 善 濃 度 値 ｓ に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 計 算 に よ れ ば 、 周 囲 の 隣 接 画 素 よ り 濃 度 の 高 い 画 素 は 、 そ の 濃 度 が 一 層 高 く な る よ
う に 修 正 さ れ 、 周 囲 の 隣 接 画 素 よ り 濃 度 の 低 い 画 素 は 、 そ の 濃 度 が 一 層 低 く な る よ う に 修
正 さ れ る 。 つ ま り 、 隣 接 画 素 と の 間 の コ ン ト ラ ス ト が 強 調 さ れ る 。 原 画 像 デ ー タ ４ ０ の 内
の 全 て の 画 素 が 逐 次 に 着 目 画 素 ８ ０ と し て 選 択 さ れ 、 そ の 都 度 、 上 記 の 画 像 鮮 鋭 化 計 算 が
行 わ れ 、 そ れ に よ り 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ が 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ は 、 画 像 先 鋭 化 処 理 に お い て 補 助 的 に 採 用 さ れ 得 る ト ー ン カ ー ブ 処 理 の 例 を 示 す 。
図 ５ に お い て 、 画 素 値 は 明 度 値 を 示 し て お り 、 よ っ て 、 画 素 値 ０ が 黒 を 示 し 、 画 素 値 ２ ５
５ が 白 を 示 し 、 画 素 値 が 低 く な る ほ ど 濃 度 が 高 い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ト ー ン カ ー ブ 処 理 で は 、 図 ５ に 示 す よ う な 特 性 を も つ ト ー ン カ ー ブ ８ ６ が 予 め 用 意 さ れ
て い る 。 こ の ト ー ン カ ー ブ ８ ６ の 入 力 画 素 は 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ の 画 素 で あ る 。 こ の ト ー
ン カ ー ブ ８ ６ が 原 画 像 デ ー タ ４ ０ の す べ て の 画 素 に 適 用 さ れ る 。 そ の 結 果 、 原 画 像 デ ー タ
４ ０ 中 、 黒 近 傍 の 所 定 の 極 高 濃 度 範 囲 （ 画 素 値 が ｎ １ 以 下 の 範 囲 ） の 領 域 は 全 て 最 高 濃 度
の 黒 （ 画 素 値 ０ ） に 変 換 さ れ 、 白 近 傍 の 所 定 の 極 低 濃 度 範 囲 （ 画 素 値 が ｎ ２ 以 上 の 範 囲 ）
の 領 域 は 全 て 最 低 濃 度 の 白 （ 画 素 値 ２ ５ ５ ） に 変 換 さ れ る 。 そ れ 以 外 の 濃 度 範 囲 （ 画 素 値
が ｎ １ よ り 大 き く 、 ｎ ２ よ り 小 さ い 範 囲 ） の 領 域 の 濃 度 に は 変 更 が な い 。 こ の ト ー ン カ ー
ブ 処 理 は 、 図 ４ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ８ ４ （ ま た は 、 次 に 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る
画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ ） を 適 用 す る 前 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ は 、 画 像 鮮 鋭 化 処 理 の 別 の 例 を 示 す 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ 中 か ら 着 目 画 素 ９ ０ が 選 択 さ れ 、 そ の 着 目 画 素 ９
０ と 、 そ の 着 目 画 素 ９ ０ か ら ２ 画 素 以 上 離 れ た 位 置 で 着 目 画 素 ９ ０ を 包 囲 す る 複 数 の 画 素
と を 含 む 処 理 領 域 ９ ２ が 選 択 さ れ る 。 こ の 処 理 領 域 ９ ２ は 最 低 で も ５ 画 素 × ５ 画 素 の マ ト
リ ッ ク ス サ イ ズ を も つ 。 こ の 処 理 領 域 ９ ２ と 同 じ マ ト リ ッ ク ス サ イ ズ を も つ 画 像 鮮 鋭 化 フ
ィ ル タ ９ ４ が 予 め 用 意 さ れ て い る 。 こ の 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ は 、 着 目 画 素 に 対 す る 係
数 と 、 処 理 領 域 ９ ２ の 最 も 外 側 の 位 置 で 着 目 画 素 ９ ０ を 包 囲 す る 複 数 の 画 素 に そ れ ぞ れ 対
す る 係 数 と を 有 す る 。 着 目 画 素 に 対 す る 係 数 は ｍ ２ で あ り 、 着 目 画 素 ９ ０ の 上 下 左 右 の 方
向 に 位 置 す る ４ つ の 画 素 に 対 す る 係 数 は － ｋ ２ で あ り 、 そ の 他 の 画 素 に 対 す る 係 数 は ゼ ロ
で あ る 。 こ こ で 、 係 数 ｍ ２ と 係 数 ｋ ２ は 、 例 え ば ｍ ２ － ４ × ｋ ２ ＝ １ と な る 正 数 で あ る 。
図 ４ に 示 し た 例 と 同 様 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ 中 の す べ て の 画 素 が 逐 次 に 着 目 画 素 ９ ０ と し て
選 択 さ れ 、 そ の 都 度 、 着 目 画 素 ９ ０ を 中 心 と し た 処 理 領 域 ９ ２ に 、 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９
４ が 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 処 理 領 域 ９ ２ 内 の 画 素 が 図 示 の よ う な 画 素 値 （ 画 素 値 が 低 い ほ ど 濃 度 が 高 い ） ａ ～ ｉ を
有 し て い る と す る と 、 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ の 適 用 に よ り 、
　 ｓ ＝ ｅ × ｍ ２ － （ ｂ ＋ ｄ ＋ ｆ ＋ ｈ ） × ｋ ２
と い う 画 像 鮮 鋭 化 計 算 が 行 わ れ て 、 着 目 画 素 の 原 濃 度 値 eが 改 善 濃 度 値 ｓ に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ６ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ の 適 用 に よ り 、 あ る 距 離 だ け 離 れ た 周 囲 の 画 素 よ
り 濃 度 の 高 い 画 素 は 、 そ の 濃 度 が 一 層 高 く な る よ う に 修 正 さ れ 、 あ る 距 離 だ け 離 れ た 周 囲
の 画 素 よ り 濃 度 の 低 い 画 素 は 、 そ の 濃 度 が 一 層 低 く な る よ う に 修 正 さ れ る 。 つ ま り 、 あ る
距 離 だ け 離 れ た 画 素 と の 間 の コ ン ト ラ ス ト が 強 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ は 、 図 ４ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ８ ４ と 併 用
し て も 良 い し 、 図 ４ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ８ ４ に 代 え て 使 用 さ れ て も よ い 。 ま た 、
図 ６ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ で あ っ て マ ト リ ッ ク ス サ イ ズ の 異 な る フ ィ ル タ を 複
数 用 意 し 、 そ れ ら を 併 用 し て も 良 い 。 あ る い は 、 図 ６ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ を
一 つ 用 意 し 、 そ し て 、 図 ６ で 記 号 「 … 」 で 省 略 し た 中 間 位 置 に あ る 画 素 に 対 し て も 係 数 を
設 定 す る こ と で 、 図 ４ に 示 し た 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ８ ４ や そ の 他 の 異 な る マ ト リ ッ ク ス サ
イ ズ の 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ を 、 こ の １ つ の 画 像 鮮 鋭 化 フ ィ ル タ ９ ４ に 組 み 込 む よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ と 図 ８ は 、 上 述 し た 画 像 鮮 鋭 化 処 理 の よ う な 濃 度 分 布 改 善 処 理 を 行 な う こ と で 、 原
画 像 デ ー タ ４ ０ の 濃 度 分 布 が ど の よ う に 変 化 す る か を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ は 、 濃 度 分 布 改 善 処 理 を 行 な う 前 の 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に お け る 目 的 画 像 の 濃 度 分 布
の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ０ と 、 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ２ の 例 を 示 し て い る 。
両 ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ０ 、 ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ２ は 部 分 的 に 重 な っ て お り 、 そ の た め 、 こ の ま
ま で は 、 目 的 画 像 と 背 景 画 像 を ２ 値 化 処 理 で 巧 く 峻 別 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ８ は 、 図 ７ の ヒ ス ト グ ラ ム を も つ 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 濃 度 分 布 改 善 処 理 を 行 な っ た 後
の 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ に お け る 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ と 、 背 景 画 像 の
濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ６ の 例 を 示 し て い る 。 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 比 べ る と 、 両 ヒ ス
ト グ ラ ム １ ０ ４ 、 １ ０ ６ は そ れ ぞ れ よ り 高 濃 度 方 向 と 低 濃 度 方 向 に シ フ ト し 、 両 ヒ ス ト グ
ラ ム １ ０ ４ 、 １ ０ ６ 間 の 重 な り 部 分 の 面 積 は 減 り 、 良 好 に 分 離 さ れ て い る 。 そ の た め 、 目
的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 部 の 近 傍 に ２ 値 化 閾 値 Pthを 設 定 す れ ば 、 目
的 画 像 と 背 景 画 像 を ２ 値 化 処 理 で 巧 く 峻 別 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ９ は 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ に 基 づ い て ２ 値 化 閾 値 を 計 算 す る 処 理 の 方 法 例 を 示 す 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ２ 値 化 閾 値 で は 、 ま ず 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム を 計 算 す る 。 そ
れ に よ り 、 図 ９ に 例 示 す る よ う な ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ が 得 ら れ る 。 こ の ヒ ス ト グ ラ ム １ １
０ は 、 図 ８ に 例 示 し た よ う な 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ と 背 景 画 像 の 濃 度
分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ６ と を 足 し 合 わ せ た 形 を し て い る 。 ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ を 算 出 す
る 際 、 局 所 的 な 度 数 変 動 に よ る 影 響 を 排 除 す る た め に 、 小 さ い 濃 度 範 囲 で の 度 数 の 平 均 化
処 理 を 行 な う 。 す な わ ち 、 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ か ら 単 純 に 計 算 さ れ た 元 の ヒ ス ト グ ラ ム に
お い て 、 各 画 素 値 が 逐 次 に 着 目 画 素 と し て 選 ば れ 、 着 目 画 素 ご と に 、 そ の 着 目 画 素 を 中 心
と し た 所 定 の 小 さ い 濃 度 範 囲 （ 例 え ば 、 着 目 画 素 値 ± ７ 値 の 範 囲 ） の 度 数 の 平 均 値 が 計 算
さ れ 、 そ の 平 均 値 が そ の 着 目 画 素 値 で の 度 数 と さ れ る 。 平 均 値 の 計 算 方 法 と し て は 、 単 純
平 均 で も 良 い し 、 重 み 付 け 平 均 で も よ い 。 そ の 結 果 、 元 の ヒ ス ト グ ラ ム に 存 在 し て い た 細
か い 度 数 変 動 が 除 去 さ れ 、 滑 ら か に 度 数 が 変 化 す る 形 状 を も つ 図 示 の よ う な ヒ ス ト グ ラ ム
１ １ ０ が 得 ら れ る 。 な お 、 上 記 の 平 均 化 計 算 を 行 っ た こ と に よ り 、 ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ の
有 効 範 囲 は 、 画 素 値 ０ か ら ２ ５ ５ ま で の 全 濃 度 範 囲 よ り も 若 干 狭 く な る 。 例 え ば 、 平 均 化
計 算 の 濃 度 範 囲 が 着 目 画 素 値 ± ７ 値 の 範 囲 で あ る 場 合 、 ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ の 有 効 範 囲 は
、 画 素 値 ７ か ら 画 素 値 ２ ４ ８ と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 画 素 値 ｉ ご と に ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ の 傾 き f'(i)（ 画 素 値 の 変 化 に 対 す る 度 数 の
変 化 の 割 合 ） が 計 算 さ れ る 。 傾 き f'(i)の 計 算 式 と し て 、 例 え ば 次 の 計 算 式 が 使 用 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
こ こ で 、 f(i)は 画 素 値 nで の 度 数 （ そ の 画 素 値 ｎ を も つ 画 素 の 数 ） で あ る 。 こ の 計 算 式 に
よ れ ば 、 各 画 素 値 ｉ の f'(i)は 、 そ の 画 素 値 ｉ を 中 心 と し た 画 素 値 i± ２ の 範 囲 に お け る ５
点 の 度 数 プ ロ ッ ト か ら の 距 離 誤 差 が 最 小 二 乗 法 に よ り 最 小 化 さ れ る よ う な 直 線 の 傾 き と し
て 与 え ら れ る 。 な お 、 画 素 値 i± ２ の 範 囲 破 綻 な る 例 示 で あ り 、 よ り 広 い ま た は 狭 い 範 囲
を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 次 の 手 順 （ １ ） か ら （ ４ )の 手 順 に よ り ２ 値 化 閾 値 Pthが 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ １ ） 　 黒 側 変 曲 点 Pminの 探 索
　 図 ９ で 矢 印 １ １ ２ で 示 す よ う に 、 画 素 値 ｉ を 最 小 値 か ら 順 次 に イ ン ク レ メ ン ト し つ つ (
つ ま り 、 最 高 濃 度 値 か ら 濃 度 の よ り 低 い 方 向 へ ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ を ト レ ー ス し な が ら ）
、 画 素 値 iに お け る ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ の 傾 き f'(i)を チ ェ ッ ク し て い き 、 次 の 条 件 、
　 　 f'(i)× f'(i+1)≦ ０ か つ
　 　 f'(i)＜ ０ か つ
　 　 f'(i+1)≧ ０
を 満 た す 画 素 値 iを 探 す 。 こ の 条 件 を 満 た す 画 素 値 iが 見 つ か れ ば 、 見 つ か っ た 画 素 値 iを
黒 側 変 曲 点 Pminと す る 。 す な わ ち 、 黒 側 変 曲 点 Pminと は 、 ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ を 最 高 濃 度
値 か ら 低 く な る 方 向 へ ト レ ー ス し て い っ た と き の 、 傾 き が 下 り か ら 上 り ま た は 水 平 に 変 化
し よ う と す る 変 曲 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ９ と 図 ８ を 対 比 す る と 分 か る よ う に 、 上 記 の よ う に し て 設 定 さ れ た 黒 側 変 曲 点 Pminは
、 図 ８ に 示 し た 目 的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 点 １ ０ ５ の 近 く 、 と り わ け
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、 そ の 端 点 １ ０ ５ よ り 若 干 高 濃 度 側 へ 外 れ た 位 置 に 存 在 す る 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 上 記 方 法 で 黒 側 変 曲 点 Pminが 設 定 出 来 な か っ た 場 合 （ つ ま り 、 上 記 条 件 を 満 た す
画 素 値 iが 見 つ か ら な か っ た 場 合 ） に は 、 予 め 設 定 さ れ て い る 画 素 値 Uを 黒 側 変 曲 点 Pminと
す る 。 こ の 画 素 値 Uは 、 経 験 上 、 そ の 付 近 、 と り わ け そ れ よ り 若 干 低 濃 度 側 の 位 置 に 、 目
的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 点 が 存 在 す る と 考 え ら れ る 画 素 値 で あ り 、 小
切 手 読 取 の 場 合 に は 、 例 え ば 全 画 素 範 囲 ０ ～ ２ ５ ５ の 高 濃 度 側 四 分 の 一 の 画 素 値 ６ ４ の 付
近 の 値 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ ２ ） 　 白 側 変 曲 点 Pmaxの 探 索
　 図 ９ で 矢 印 １ １ ４ で 示 す よ う に 、 画 素 値 ｉ を 最 大 値 か ら 順 次 に デ ク レ メ ン ト し つ つ (つ
ま り 、 最 小 濃 度 値 か ら 濃 度 の よ り 低 い 方 向 へ ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ を ト レ ー ス し な が ら ） 、
画 素 値 iに お け る ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ の 傾 き f'(i)を チ ェ ッ ク し て い き 、 次 の 条 件 、
　 　 f'(i-1)× f'(i)≦ ０ か つ
　 　 f'(i)＞ ０ か つ
　 　 f'(i-1) ≦ ０
を 満 た す 画 素 値 iを 探 す 。 こ の 条 件 を 満 た す 画 素 値 iが 見 つ か れ ば 、 見 つ か っ た 画 素 値 iを
仮 の 白 側 変 曲 点 と す る 。 つ ま り 、 仮 の 白 側 変 曲 点 と は 、 ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ を 最 低 濃 度 値
か ら 高 く な る 方 向 へ ト レ ー ス し て い っ た と き の 、 傾 き が 下 り か ら 上 り ま た は 水 平 に 変 化 し
よ う と す る 変 曲 点 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 図 ９ で 矢 印 １ １ ６ で 示 す よ う に 、 仮 の 白 側 変 曲 点 か ら ト レ ー ス 方 向 を 逆 転 さ せ て
、 画 素 値 iを イ ン ク レ メ ン ト し つ つ 、 傾 き f'(i)を チ ェ ッ ク し て い き 、 次 の 条 件 、
　 　 f'(i)＞ Y
を 最 初 に 満 た す 画 素 値 iを 探 す 。 こ こ で 値 Yは 、 適 度 に 緩 や か な 正 の 傾 き f'(i)を 示 す 所 定
の 正 値 で あ る 。 こ の 条 件 を 満 た す 画 素 値 iが 見 つ か れ ば 、 見 つ か っ た 画 素 値 iを 白 側 変 曲 点
Pmaxと す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 上 記 の 方 法 で 白 側 変 曲 点 Pmaxを 設 定 す る 場 合 、 さ ら に 、 次 の 追 加 条 件 も 加 味 さ れ
る 。 す な わ ち 、 そ の 追 加 条 件 と は 、 そ れ よ り も 低 濃 度 側 （ 画 素 値 が よ り 大 き い 側 ） の 画 素
値 範 囲 に お け る ヒ ス ト グ ラ ム １ １ ０ の 度 数 の 累 積 値 が 、 予 め 設 定 さ れ て い る 数 値 Vよ り 小
さ く よ う な 画 素 値 に は 、 白 側 変 曲 点 Pmaxは 設 定 さ れ な い と い う 条 件 で あ る 。 こ こ で 、 数 値
Vは 、 経 験 上 、 背 景 画 像 の 総 画 素 数 と し て 適 当 と み な さ れ る 値 か ま た は そ れ よ り 若 干 少 な
い 値 で あ り 、 小 切 手 の 場 合 、 例 え ば 、 小 切 手 画 像 全 体 の 総 画 素 数 の ７ ５ ％ 程 度 の 値 と す る
こ と が で き る 。 こ の 追 加 条 件 を 加 味 す る こ と で 、 白 側 変 曲 点 Pmaxが 、 図 ８ に 示 し た 目 的 画
像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 点 １ ０ ５ か ら よ り 低 濃 度 側 へ 遠 く 離 れ た 位 置 に 設
定 さ れ る こ と が 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ９ と 図 ８ を 対 比 す る と 分 か る よ う に 、 上 記 の よ う に し て 設 定 さ れ た 白 側 変 曲 点 Pmaxは
、 図 ８ に 示 し た 目 的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 点 １ ０ ５ の 近 く 、 と り わ け
、 そ の 端 点 １ ０ ５ よ り 若 干 低 濃 度 側 へ 外 れ た 位 置 に 存 在 す る 可 能 性 が 高 い 。 他 方 、 上 述 し
た よ う に 、 黒 側 変 曲 点 Pminは 、 図 ８ に 示 し た 目 的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の
端 点 １ ０ ５ よ り 逆 に 高 濃 度 側 へ 若 干 外 れ た 位 置 に 存 在 す る 可 能 性 が 高 い 。 従 っ て 、 黒 側 変
曲 点 Pminと 白 側 変 曲 点 Pmaxと の 間 に 、 目 的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 点 １
０ ４ が 存 在 す る 可 能 性 が 高 く 、 そ し て 、 そ の 端 点 １ ０ ４ の 近 傍 に ２ 値 化 閾 値 Pthを 設 定 す
れ ば 、 ２ 値 化 処 理 に よ り 目 的 画 像 と 背 景 画 像 と を 比 較 的 良 好 に 峻 別 す る こ と が で き る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 別 の 説 明 の 仕 方 を す る と 、 上 記 の よ う に し て 黒 側 変 曲 点 Pminと 白 側 変 曲 点 Pmaxを 探 索 す
る と い う こ と は 、 目 的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ と 背 景 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ６ と の 境
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ま た は 接 合 部 を 検 出 す る こ と に 実 質 的 に 相 当 す る 。 そ し て 、 こ の 接 合 部 に ２ 値 化 閾 値 Pth
を 設 定 す れ ば 、 ２ 値 化 処 理 に よ り 目 的 画 像 と 背 景 画 像 と を 比 較 的 良 好 に 峻 別 す る こ と が で
き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ ３ ） 　 ２ 値 化 閾 値 Pthの 計 算
　 A． 　 白 側 変 曲 点 Pmaxが 設 定 で き た 場 合
　 Pmin≦ Pmaxで あ る な ら ば 、 Pth＝ Pmin＋ （ Pmax－ Pmin） × Wと す る 。 こ こ で 、 係 数 Wは １
未 満 の 所 定 の 正 数 で あ り 、 例 え ば ０ ． ５ 付 近 の 値 と す る こ と が で き る 。 要 す る に 、 ２ 値 化
閾 値 Pthは 、 黒 側 変 曲 点 Pminと 白 側 変 曲 点 Pmaxと の 間 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 他 方 、 Pmin＞ Pmaxで あ る な ら ば 、 Pth＝ Pmax× Xと す る 。 こ こ で 、 係 数 Xは １ 以 上 の 所 定
の 正 数 で あ り 、 例 え ば 、 １ 以 上 ２ 未 満 の 数 値 と す る こ と が で き る 。 要 す る に 、 ２ 値 化 閾 値
Pthは 、 白 側 変 曲 点 Pmaxよ り 若 干 低 濃 度 側 へ ず れ た 位 置 （ 多 く の 場 合 、 黒 側 変 曲 点 Pminと
白 側 変 曲 点 Pmaxと の 間 の 位 置 に な る ） に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ ４ ） 　 ２ 値 化 閾 値 Pthの 補 正
　 ２ 値 化 閾 値 Pthよ り も 高 濃 度 側 （ 画 素 値 が よ り 小 さ い 側 ） の 画 素 値 範 囲 に お け る ヒ ス ト
グ ラ ム １ １ ０ の 度 数 の 累 積 値 が 、 予 め 設 定 さ れ て い る 数 値 Yよ り 大 き く な る 場 合 、 ２ 値 化
閾 値 Pthを よ り 高 濃 度 側 の 点 へ 移 動 さ せ て 、 上 記 累 積 値 が 数 値 Yと 等 し く な る か 未 満 に な る
よ う に ２ 値 化 閾 値 Pthを 補 正 す る 。 た だ し 、 ２ 値 化 閾 値 Pthは 、 所 定 の 下 限 画 素 値 Zよ り 小
さ い 画 素 値 に は し な い （ 下 限 画 素 値 Zよ り 高 濃 度 の 画 素 値 に し な い ） 。 こ こ で 、 数 値 Yは 、
経 験 上 、 目 的 画 像 の 総 画 素 数 と し て 適 当 と み な さ れ る 値 か ま た は そ れ よ り 若 干 多 い 値 で あ
り 、 小 切 手 の 場 合 、 例 え ば 、 小 切 手 画 像 全 体 の 総 画 素 数 の ２ ５ ％ 程 度 の 値 と す る こ と が で
き る 。 ま た 、 下 限 画 素 値 Yは 、 経 験 上 、 そ れ よ り 高 濃 度 側 （ 画 素 値 の 小 さ い 側 ） に は 、 目
的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 点 １ ０ ５ は 存 在 し 得 な い と 考 え ら れ る 画 素 値
で あ り 、 上 述 し た 黒 側 変 曲 点 Pminの 設 定 時 に 使 用 さ れ る 画 素 値 U（ 小 切 手 の 場 合 、 例 え ば
画 素 値 ６ ４ の 付 近 の 値 ） よ り 若 干 大 き い 値 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 上 の よ う な 手 順 に よ り 、 図 ８ と 図 ９ を 対 比 す る と 分 か る よ う に 、 多 く の 場 合 、 ２ 値 化
閾 値 Pthが 、 目 的 画 像 の ヒ ス ト グ ラ ム １ ０ ４ の 低 濃 度 側 の 端 点 １ ０ ５ の 近 傍 に 設 定 さ れ る
こ と に な る 。 こ の ２ 値 化 閾 値 Pthを 用 い て 改 善 画 像 デ ー タ ４ ２ を ２ 値 化 す る こ と で 、 多 く
の 場 合 、 背 景 画 像 の 大 部 分 が 消 去 さ れ 、 目 的 画 像 の 大 部 分 が 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ０ は 、 ノ イ ズ 除 去 処 理 の 方 法 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 方 法 で は 、 ２ 値 化 画 像 デ ー タ の 全 領 域 が ス キ ャ ン さ れ 、 図 １ ０ Aに 示 す よ う な 濃 淡
パ タ ー ン １ ２ ０ お よ び 図 １ ０ Bに 示 す よ う な 濃 淡 パ タ ー ン １ ２ ４ が 探 索 さ れ る 。 濃 淡 パ タ
ー ン １ ２ ０ お よ び 濃 淡 パ タ ー ン １ ２ ４ は 、 い す れ も 、 い わ ゆ る 胡 麻 塩 状 の ノ イ ズ の 典 型 的
な 濃 淡 パ タ ー ン で あ る 。 す な わ ち 、 濃 淡 パ タ ー ン １ ２ ０ は 、 一 つ の 画 素 が 黒 で 、 そ の 上 下
左 右 の 周 囲 の 画 素 が す べ て 白 で あ り 、 白 地 上 に 孤 立 し て 存 在 す る 黒 ド ッ ト ノ イ ズ を 表 す 。
ま た 、 濃 淡 パ タ ー ン １ ２ ４ は 、 逆 に 、 一 つ の 画 素 が 白 で 、 そ の 上 下 左 右 の 周 囲 の 画 素 が す
べ て 黒 で あ り 、 黒 地 上 に 孤 立 し て 存 在 す る 白 ド ッ ト ノ イ ズ を 表 す 。 発 見 さ れ た 濃 淡 パ タ ー
ン １ ２ ０ は 、 全 て 白 画 素 か ら な る 白 地 パ タ ー ン １ ２ ２ に 変 換 さ れ 、 そ れ に よ り 、 黒 ド ッ ト
ノ イ ズ が 消 去 さ れ る 。 ま た 、 発 見 さ れ た 濃 淡 パ タ ー ン １ ２ ４ は 、 全 て 黒 画 素 か ら な る 黒 地
パ タ ー ン １ ２ ６ に 変 換 さ れ 、 そ れ に よ り 、 白 ド ッ ト ノ イ ズ が 消 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ の 実 施 形 態 は 本 発 明 の 説 明 の た め の 例 示 に す
ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を こ の 実 施 形 態 に の み 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。 本 発 明 は 、 そ の 要 旨 を
逸 脱 す る こ と な く 、 そ の 他 の 様 々 な 態 様 で も 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】

10

20

30

40

50

(13) JP 2007-28362 A 2007.2.1



　 濃 度 改 善 処 理 の 方 法 と し て 、 上 述 し た 画 像 鮮 鋭 化 ま た は コ ン ト ラ ス ト 強 調 以 外 の 方 法 を
、 画 像 鮮 鋭 化 ま た は コ ン ト ラ ス ト 強 調 に と 併 用 し て 、 ま た は そ れ に 代 え て 、 採 用 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ２ 値 化 閾 値 計 算 処 理 で 使 わ れ る 改 善 画 像 デ ー タ の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム は 、 改 善 画 像
デ ー タ の 全 画 素 を 使 っ て 作 ら れ て も 良 い が 、 処 理 負 担 を 軽 減 す る た め に 、 改 善 画 像 デ ー タ
の 一 部 の 画 素 を 用 い て 作 ら れ て も 良 い 。 例 え ば 、 改 善 画 像 デ ー タ 中 か ら 一 部 分 の 画 像 領 域
が 選 択 さ れ 、 そ の 部 分 的 画 像 領 域 の 画 素 に 基 づ い て ヒ ス ト グ ラ ム が 作 ら れ て も よ い 。 あ る
い は 、 改 善 画 像 デ ー タ の 画 素 サ イ ズ を 公 知 の 方 法 で 縮 小 し 、 そ の 縮 小 さ れ た 改 善 画 像 デ ー
タ の 画 素 に 基 づ い て ヒ ス ト グ ラ ム が 作 ら れ て も よ い 。 あ る い は 、 改 善 画 像 デ ー タ 中 か ら ラ
ス タ ス キ ャ ン 経 路 に 沿 っ て 所 定 数 画 素 置 き に 代 表 画 素 が ピ ッ ク ア ッ プ さ れ 、 そ れ ら の 代 表
画 素 に 基 づ い て ヒ ス ト グ ラ ム が 作 ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で 処 理 対 象 と し た 小 切 手 等 の 証 券 の 画 像 で は 、 目 的 画 像 で あ る 証 券 記
載 事 項 は 、 通 常 、 黒 や 濃 紺 な ど の 高 濃 度 の 色 で 書 か れ 、 他 方 、 背 景 画 像 は そ の 大 部 分 が 目
的 画 像 よ り 濃 度 の 低 い 色 で 印 刷 さ れ て い る 。 し か し 、 目 的 画 像 と 背 景 画 像 の 濃 淡 関 係 が 上
記 と は 逆 で あ る 場 合 に も 、 本 発 明 の 画 像 処 理 は 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 が 画 素 値 ０ ～ ２ ５ ５ の 全 濃 度 範 囲 の 中 央 部 付 近 に 存 在 し
、 目 的 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 が 上 記 全 濃 度 範 囲 の 両 端 付 近 に 存 在 す る 場 合 、 あ る い は 、 そ れ
と は 逆 の 濃 淡 関 係 で あ る 場 合 に も 、 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 原 画 像 デ
ー タ の 画 素 値 ０ ～ ２ ５ ５ の 濃 度 範 囲 全 体 を 一 緒 に 処 理 す る の で は な く 、 そ の 中 に 、 背 景 画
像 と 目 的 画 像 の 濃 度 範 囲 を 分 離 し 易 い よ う な 部 分 的 な 濃 度 範 囲 を 幾 つ か 設 定 し 、 設 定 さ れ
た 部 分 的 な 濃 度 範 囲 の 各 々 に つ い て 、 本 発 明 の 処 理 を 適 用 す る こ と が で き る 。 一 例 と し て
、 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 範 囲 が 画 素 値 ３ ０ ～ ２ ２ ０ 程 度 の 中 間 的 濃 度 範 囲 で あ り 、 目 的 画 像
の 濃 度 分 布 範 囲 が 画 素 値 ０ ～ ５ ０ の 高 濃 度 範 囲 と 画 素 値 ２ ０ ０ ～ ２ ５ ５ 程 度 の 低 濃 度 範 囲
で あ る よ う な 原 画 像 デ ー タ が あ る 場 合 を 想 定 す る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 第 １ の 処 理 濃 度 範
囲 ０ ～ N1（ こ こ で 、 画 素 値 N1＜ ２ ０ ０ ） と 第 ２ の 処 理 濃 度 範 囲 N2～ ２ ５ ５ （ こ こ で 、 画 素
値 N2＞ ５ ０ ） を そ れ ぞ れ 設 定 し 、 原 画 像 デ ー タ の 第 １ の 処 理 濃 度 範 囲 ０ ～ N1と 第 ２ の 処 理
濃 度 範 囲 N2～ ２ ５ ５ の 各 々 に つ い て 、 別 個 に 、 本 発 明 の 画 像 処 理 （ つ ま り 、 濃 度 分 布 改 善
、 ２ 値 化 閾 値 決 定 お よ び ２ 値 化 の 一 連 の 処 理 ） を 行 な う こ と が で き る 。 そ の 際 、 第 １ の 処
理 濃 度 範 囲 ０ ～ N1を 処 理 す る 際 に は 、 原 画 像 デ ー タ 中 の 画 素 値 N1よ り 低 濃 度 の 画 素 は す べ
て 画 素 値 N1と み な し 、 他 方 、 第 ２ の 処 理 濃 度 範 囲 N2～ ２ ５ ５ を 処 理 す る 際 に は 、 原 画 像 デ
ー タ 中 の 画 素 値 N2よ り 高 濃 度 の 画 素 は す べ て 画 素 値 N2と み な す こ と が で き る 。 第 １ の 処 理
濃 度 範 囲 ０ ～ N1の 処 理 結 果 と し て 得 ら れ た ２ 値 画 像 デ ー タ で は 、 目 的 画 像 の う ち 高 濃 度 範
囲 ０ ～ ５ ０ に 属 し て い た 部 分 が 背 景 画 像 か ら 分 離 さ れ て 抽 出 さ れ る こ と に な る 。 他 方 、 第
２ の 処 理 濃 度 範 囲 N2～ ２ ５ ５ の 処 理 結 果 と し て 得 ら れ た ２ 値 画 像 デ ー タ で は 、 目 的 画 像 の
う ち 低 濃 度 分 布 範 囲 ２ ０ ０ ～ ２ ５ ５ に 属 し て い た 部 分 が 背 景 画 像 か ら 分 離 さ れ て 抽 出 さ れ
る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 の 一 実 施 形 態 の 機 能 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 線 図 。
【 図 ２ 】 参 考 と し て 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 濃 度 分 布 改 善 処 理 を 施 さ ず に 直 接 ２ 値 化 処 理 を
行 な っ た 場 合 の 画 像 の 変 化 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 、 原 画 像 デ ー タ ４ ０ に 濃 度 分 布 改 善 を 施 し 、 そ の 後 に
２ 値 化 処 理 を 行 う 場 合 の 画 像 の 変 化 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 濃 度 分 布 改 善 処 理 の 一 つ で あ る 画 像 鮮 鋭 化 処 理 の 基 本 的 な 方 法 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 画 像 先 鋭 化 処 理 に お い て 補 助 的 に 採 用 さ れ 得 る ト ー ン カ ー ブ 変 換 処 理 の 例 を 示 す
図 。
【 図 ６ 】 画 像 鮮 鋭 化 処 理 の 別 の 例 を 示 す 図 。

10

20

30

40

50

(14) JP 2007-28362 A 2007.2.1



【 図 ７ 】 原 画 像 デ ー タ に お け る 目 的 画 像 と 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 改 善 画 像 デ ー タ に お け る 目 的 画 像 と 背 景 画 像 の 濃 度 分 布 の ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 図
。
【 図 ９ 】 ２ 値 化 閾 値 計 算 処 理 の 方 法 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 ノ イ ズ 除 去 処 理 の 方 法 例 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ２ ０ ： 小 切 手 読 取 装 置 、 ２ ２ ： 画 像 読 取 部 と 、 ２ ４ ： 画 像 処 理 部 と 、 　 ２ ６ ： 読 取 制 御
部 、 　 ３ ２ ： 濃 度 分 布 改 善 部 、 　 ３ ４ ： ２ 値 化 部 、 　 ３ ６ ： 閾 値 計 算 部 、 　 ４ ０ ： 原 画 像
デ ー タ 、 　 ４ ２ ： 改 善 画 像 デ ー タ 、 　 ４ ４ ： ２ 値 化 閾 値 、 　 ４ ６ ： ２ 値 画 像 デ ー タ 、 　 ４
８ ： ノ イ ズ 除 去 後 の ２ 値 画 像 デ ー タ 、 　 ５ ０ ， ５ ２ ， ５ ４ ： 背 景 画 像 、 　 ６ ０ ： 目 的 画 像
、 Pmin： 黒 側 変 曲 点 、 　 Pmax： 白 側 変 曲 点 、 　 Pth:２ 値 化 閾 値 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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